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ル樹脂接着剤使用)の2種類を用いた｡枠材にはいずれ もラワン材を用いた (断面 30mmx35mm の縦
枠,25mmx35mm の中さん,中さんは縦枠の内側に加工された深さ 5mm のほぞ満に差し込み釘着)｡
面材と枠材との接合は α-オレフィン系接着剤を使用した｡支持条件および荷重点を図1に示す｡6点支持
はコンクリート造住宅のたたみ下地用置床を参考にした支持条件であり,断面 90mmx90mm (木口),高
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図 1 木質ストレス トスキ ンパネルの形状および 荷重位置
LP:荷重点 (80mrn ,り
















瀧野 ･増田･冬木 :集中荷重を受けるス トレストスキンパネルのクリープ性能
けで生じ 合板パネルの耐力は PBパネルのそれ より2倍近い値である｡ これは,合板の曲げ強度が一般
に PBのはば2倍近くであることと関連があると考えられる｡ 合板パネルでは,PB パネルの終局耐力よ
り少し高い荷重において中さんと面材との接着はく離が生じるが,はく離による終局耐力への影響はさほど
大きくないものと考えられる｡ 合板パネルの終局耐力のば らつき (変動係数)は PB パネルのそれに比し
て大きい｡この原因としては,合板自身に接着不良がまれに認められることと,構成単板の強度にばらつき
が存在すること等が考えられる (表 1)｡
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ープ限度強度は,PB パネルで 239kgf.合板パネルで 365kgFである｡ 継続時間を30年とし,クリ-プ限
度強度を単純に外そうとすると,PB パネルで 219kgf.合板パネルで 326kgfとなる｡ これらのクリープ
限度を静的強度との比で表わすと,PB パネルでは64%,合板パネルでは50%である｡ 一･万,繰返し荷重に
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